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財団法人農民教育協会鯉淵学園との

教育研究協力に関する協定覚書(MOU)の調印

岡 三徳生物環境安全部長

月 日に、陽理事長、上路企画調整部長、佐2 2
藤研究企画科課長補佐とともに、水戸市の南、内

。 、原町にある鯉淵学園を訪問した 昨年 月以来10
鯉淵学園と農業環境技術研究所とが協議してきた

「環境保全と循環型農業に関わる教育研究協力」

の協定覚書 の調印のためである。(MOU)
農業・農村の指導的担い手を養成する同学園

は、長い歴史と実績をもつ 年生の専門学校であ4
る。北西から南側を小高い林地に囲まれ、緩やか

に傾斜する学園の のキャンパスは、小規模50ha
な農業生態系をなしている。ここには、校舎、農

業機械や加工実習施設と園芸ハウスが集まる本部

地区とその両側には畑と水田圃場が広がり、東側

の飛び地には畜舎と草地が配置される。

現在、鯉淵学園ではこうした立地と現場での教

育・実習、共同生活を通じた「環境保全・循環型

農業の実証的研究」として、家畜排泄物の堆肥化

・有効活用技術、食品廃棄物の肥料化・家畜飼料

化、有機農業技術など広範な研究課題に取り組ん

でいる。当所は、この教育研究への協力と所の現

地研究活動を広げるために、学生参加型として同

学園内の生態系を対象とした、 有機物資源の循1)
環を数量的に把握する研究と、 水田を活用した2)
汚水浄化 バイオフィルター の実証研究を開始す( )
る計画である。

図 緑豊かな鯉淵学園のキャンパス

学生食堂で学生とともに昼食を終え、学園長室

での 調印式となった。調印に先立つ井上学MOU
園長と陽理事長の挨拶では、今回の 調印のMOU
意義と関連して、環境研究における現場・地域調

査の重要性と、資源循環型農業のあるべき姿や自

然環境との調和を探る教育研究活動として、息の

長い共同調査の重要性などが述べられた。学園の

職員、学生と私たちが見守る中、学園長と理事長

は紺色のファイルに綴じた 本文を交換しなMOU
がら署名して調印を終えた。

これまで当所は、アジアの研究機関や国内大学

との研究協力に関わる を締結している。今MOU
回の鯉淵学園との協定は、当所の研究活動と学園

の教育活動に有意義なものとなるであろう。この

協定が長期に推進されることが期待される。

（ ）写真１ 調印を終えて握手する井上学園長 左
と陽理事長（右）

写真２ 調印式への出席者


